
平成２１年７月１４日

各　位

米国子会社（孫会社）の生産体制変更に関するお知らせ

　当社は平成２１年７月１４日開催の臨時取締役会において、下記のとおり米国子会社（孫会社）ヨロズ

オートモーティブノースアメリカ社（YAＮＡ）の操業を一時休止し、全ての生産をヨロズオートモーティブ

テネシー社（ＹＡＴ)へ集約することを決議しましたので、お知らせいたします。

記

１． 操業休止する会社の概要・生産集約の理由等

ヨロズオートモーティブノースアメリカ社（Yorozu Automotive North America, Inc.）

１） 会社の概要 ・ 所在地 米国　ミシガン州　バトルクリーク市

・ 代表者名 本多　操

・ 事業内容 自動車部品の製造・販売

・ 資本金 ２０百万ドル

・ 従業員数 １４１名（平成２１年６月末現在）

・ 大株主 ヨロズアメリカ社

（ヨロズアメリカ社は当社の100%子会社であります。）

２） 生産集約の理由

　ヨロズオートモーティブノースアメリカ社（ＹＡＮＡ)は、米国ミシガン州において

ＧＭ、ホンダ、スバル及び三菱向けに主に乗用車系車種のサスペンション部品を

供給してまいりました。

　しかしながら、世界的な自動車需要は低迷し、とりわけ米国ではＧＭやクライス

ラ－の経営破綻の影響による落ち込みが著しい状況にあります。

　また、ＹＡＮＡの主力生産車種でありますＧＭシボレーマリブの生産が、ＧＭオリ

オン工場（ミシガン州）からＧＭフェアファックス工場（カンザス州）に集約されること

になりました。

　当社としては、これらにフレキシブルに対応し、最大の効率化と最適生産体制の

ために、昨年12月のヨロズオートモーティブミシシッピ社（YAM）の閉鎖に引き続き、

ＹＡＮＡの操業を一時休止し、全ての生産をヨロズオートモーティブテネシー社

（ＹＡＴ）へ集約することといたしました。

　この生産集約により、固定費の削減及び生産の効率化を図ることができ、北米の

営業利益は改善いたします。

３） 操業集約の時期 平成２１年１０月（予定）

２． 業績に与える影響

　ヨロズオートモーティブノースアメリカ社操業休止による一過性の損失として連結では約９億円、

当社単体では約４億円を見込んでおります。

なお、本件を踏まえ本日、今年度の業績予想について修正発表を行っております。
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